救急蘇生法の重要性
　私たちは、いつ、どこで、突然の病気や怪我におそわれるかわかりません。

　心臓発作や脳卒中といった命にかかわる病気や、のどに物が詰まった、プールで溺れた、大怪我をしたなどの事故、日常生活の中で発生しうる危険は様々です。そんな事態に対応するために役立つのが救急蘇生法や各種ファーストエイドです。

１　救急蘇生法とは（図１）
　　　救急蘇生法には一次救命処置とファーストエイドがあります。
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（１）一次救命処置　　
　　　　　特別な資格がなくても誰でも行うことができる救命に必要な処置で、以下の３つがあります。
①　心肺蘇生法(人工呼吸、胸骨圧迫)

　　　　②　ＡＥＤを用いた電気ショック

　　　　③　気道異物除去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　                      図１　市民が行う救急蘇生法
（２）ファーストエイド
　一次救命処置以外の急な病気や怪我をした人を助けるために行う最初の行　動をファーストエイドといいます。ファーストエイドにより命を守り、苦痛を和らげ、それ以上の悪化を防ぐことが期待できます。熱中症への対応、出血に対する圧迫止血や回復体位などがあります。

２　一次救命処置の重要性

　　　重篤な傷病者が発生した場合、その傷病者に対していかに早く一次救命処置

を行うかが、その傷病者の予後に大きく影響します。
特に心臓や呼吸が止まっている（心肺停止）、もしくはそれに近い状態の傷病者は、人間にとって一番大切な部分である脳や心臓に酸素が届いていません。もし、ここで救急隊が到着するまでの間、何もしないで救急車の到着をただ待っていたならば、その間に脳や心臓の細胞が破壊されることとなり、それが確実な死につながることとなります。また、たとえ命をとりとめたとしても何らかの後遺症が残る結果となります。
　　　そのような結果とならないように、心肺停止の傷病者の脳や心臓を少しでも守ってあげられる手段が一次救命処置なのです。
３　救命の連鎖
　　　急変した傷病者を救命し、社会復帰させるために必要となる一連の行いを「救命の連鎖（図２）といいます。

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　図２　救命の連鎖
　(１)　一つ目の輪　〜心停止の予防〜
　　　子どもの心停止の主な原因には怪我（外傷）、溺水、窒息などがあります。成人の突然死の原因には急性心筋梗塞や脳卒中があり、その初期症状に気がついて救急車を要請することが重要です。これによって心停止に至る前に医療機関で治療を開始することが可能になります。
　(２)　二つ目の輪　〜心停止の早期認識と通報〜
　　　突然倒れた人や反応のない人をみたら、ただちに心停止を疑い119番通報を行います。なお、119番通報を行うと電話を通して反応の有無の判断や心肺蘇生法などの指導を受けることができます。その際、電話の問いに応じて傷病者の状態をできるだけ正確に伝えることが重要です。また、救助者が一人の場合は、スマートフォンのスピーカー機能を活用して両手を自由に使える状態にすると良いです。
　(３)　三つ目の輪　〜一次救命処置〜
　　　一次救命処置（心肺蘇生とAED）、つまり止まった心臓と呼吸の働きを補助することです。
　(４)　四つ目の輪　〜二次救命処置と心拍再開後の集中治療〜
　　　救急救命士や医師は一次救命処置と並行して薬剤や気道確保器具などを利用した二次救命処置を行い、心拍の再開をめざします。
　　　「救命のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れんさ),連鎖)」は構成されている４つの輪が正しく素早くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つな),繋)がってはじめて効果を発揮されるので、どれか１つの輪が欠けるだけでも傷病者の命を救うことが難しくなります。その場に居合わせたあなたはこれらの輪を支える重要な役割を担うことになります。　　　　　　　　
「救急蘇生法の指針2020（市民用）より引用」
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